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大島青松園現地研修を通じて

四季折々、島の農業風景

香川県高松港から北東８㎞ほど、瀬
戸内海に浮かぶ美しい島、大島。そこ
にハンセン病国立療養所大島青松園が
あります。

みなさんは「ハンセン病」について
ご存知ですか。国の隔離政策によって、
多くのハンセン病患者が家族やふるさ
とを奪われ、療養所での生活を余儀な
くされてきました。隔離政策が終わり、
特効薬の開発や、治療方法の確立によ
り、治る病気となった今も、偏見や差
別はなくなっていません。それはなぜ
でしょうか。このことを学ぶために町
内の中学３年生と一緒に、自分の目で
見て、聞いて、学習する機会として、
この現地研修を行っています。

今年度は５月17日（火）に岩城中学校
と魚島中学校の３年生17名と、６月14
日（火）に弓削中学校の３年生28名が、
それぞれ現地研修を行いました。研修
では、まず医師のお話からハンセン病
についての正しい知識を学びました。
早期に発見し、適切な治療を行えば後
遺症を残すことなく治る病気であるこ
と、新しく患者として認定される方は
ほとんどいないことを聞きました。病

気に対しての正しい理解は、このハン
セン病問題を克服するための大切な一
歩であると思います。

その後、入所者の方からお話を聞く
ことができました。小さいころ、家族
と引き離されてこの療養所に来たこ
と、過酷な労働をさせられたり、ひど
い差別を受けたりしてきたこと。生徒
たちも入所者の方の当時の様子や、思
いを聞いて、しっかりと学んでいる姿
が見られました。昔の話をするのは本
当に辛いことだと思いますが、少しで
も偏見や差別がなくなるのなら、と笑
顔でいつも話をしてくださいます。子
どもたちにとって本当に貴重な経験と
なっています。

これからもこの現地研修を通じて、
私たちに何ができるのかを考え、偏見
や差別のないまちづくりのため、しっ
かり取り組んでいきたいと思っていま
す。

なお、次回はこのハンセン病問題か
ら学んだことをもとに、中学生と一緒
に地域の方々と話し合った「地域ふれ
あい学習会」の様子について、ご報告
します。

こんにちは、島おこし協力隊の原
田です（岩城島）。着任後８ヶ月経過、
夏場に入り、気温もあがってきまし
た。

上島町は柑橘が盛んな地域です
が、他にもトマトをはじめとした野
菜やお米の栽培なども行っていま
す。生業や副収入として、自家消費
や親族用など、栽培目的も多様です。
少し前にはお米の準備として、イネ
苗を育てて田んぼに植えている光景
を何度か目にしました。柑橘畑にオ
レンジや黄色が映える冬の景色も素
敵ですが、田んぼに水が張り、イネ
が植わっている姿も日本特有の風物
詩です。私が以前住んでいた京都で
も、農業地域に行くと、区画整備さ
れた広大な畑に九条ネギや万願寺と

うがらし等の京野菜が植わり、田ん
ぼが広がっていました。その風景も
農業地域の景色として良いのです
が、冬の柑橘が山々に映える姿。春
から夏にかけての柑橘類の花々と香
り。田んぼに水が張った風景。夏に
かけての青々とした山と海と畑。

それは、島特有の山と海と周りの
島々の景色等が混じって、上島町に
しかない農業風景を醸し出していま
す。京都の農業風景は、他の整備さ
れた地域と同様の景色ですが、上島
町の農業風景は島の環境や気候特有
の景色として他とはまた違う趣があ
るものだと感じています。このよう
な普段当たり前に見ている風景を美
しいと感じることを大切にしたいと
思っています。

小玉スイカ「紅こだま」

大島青松園
―モニュメント「風の舞」―
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LETTERS FROM SCHOOL

県総体東予地区予選出場
平成28年４月に愛媛県高等学

校総合体育大会の東予地区予選
が行われました。今年は４種目
出場しました。男子テニス部の
時本真弥さんは「悔いの残らな
いプレーができました。県総体
には団体戦で出場するのでがん
ばります。」と話していました。
女子ソフトテニス部の大洲悠さ
んは「大会では日頃の練習の成
果を存分に発揮し、１勝するこ
とができました。」と話してい

ました。卓球部の山本恭太さん
は「自分にとって最後の総体な
ので、いつも以上に練習した結
果、１試合多く勝つことができ
ました。」と話していました。
バドミントン部の重田朋未さん
は、「個人戦では一人ひとりが
今まで練習してきたことを出し
きることができました。県総体
では団体戦に出場します。予選
での反省を活かして、悔いの残
らない大会にしたいです。」と
話していました。

第11回俳句一草庵に時本真弥
さんが入選

NPO法人まつやま山頭火倶
楽部主催の第11回俳句一草庵
で、３年生の時本真弥さんが小
西昭夫選高校生の部で入選しま
した。「まさか入選するとは思
わなかったので、純粋に驚きま
した。この経験を糧に、俳句甲
子園に向けて頑張ります。」と
話していました。
『真白な雪の登校続くかな』

弓削商船卓球部が県大会進出
平成28年度愛媛県高校総体卓

球競技東予地区予選会が、平成
28年４月30日（土）、５月１日

（日）の両日、西条市総合体育
館にて開催されました。

予選会はシングルスで約250
人、ダブルスで約90組の選手の
エントリーがあり、激戦を繰り
広げました。

本校は団体戦、ダブルス、シ
ングルスの全ての種目において
県大会出場を決めました。

団体戦では３回戦進出により
十数年ぶり、ダブルスでは田名
後・渡邉ペア（情報工学科３年・
電子機械工学科３年）がベスト
８に入り11年ぶり、さらにシン
グルスでは田名後選手がベスト
８に入り６年ぶりの快挙となり

ました。

練習船「弓削丸」が「尾道みな
と祭」に参加

本校の練習船「弓削丸」は、
毎年恒例となっている「第73回
尾道みなと祭」に平成28年４月
23日（土）と24日（日）の２日間協
力参加しました。
「弓削丸」の体験航海や船内

一般公開を実施しました。
体験航海は毎年人気のイベン

トとなっており、おのみち海の

駅から近隣を１時間クルージン
グします。抽選で選ばれた121
名の方々は楽しそうに参加して
いました。船内では教職員や学
生の説明に興味深く聞き入って
おり、子供たちが実際に舵を操
作することもできました。

船内一般公開では、小中学生
や親子連れなど193名が訪れ、
普段見ることのできない船内を
ゆっくり見学していました。

弓削高等学校　http://ehm-yuge-h.esnet.ed.jp/

弓削商船高等専門学校　http://www.yuge.ac.jp/
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